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序
　踊ることは、きわめて人間的な事柄であり、また人類にとって根源的な事柄であ

ることは、その来歴をひもとくまでもない。

　舞踊（本稿では文脈に応じ「ダンス」という語も同義で用いる）は、しかし、ようや

く 20世紀になって一つの〈芸術〉ジャンルとして台頭してきた［Vgl.Thiess,S.13f.］
1。その後の実践的・理論的展開のなかで、21世紀の現在、例えばWorld Dance 

Allianceのようなダンスを通じた世界的ネットワークも存在し、様々なダンス・グ

ループやダンス・カンパニー間の、舞踊実践を通じた交流が盛んである。他方で、

ドイツの Deutsches Tanzarchiv Köln等では舞踊研究が着実に進められている。

　西洋近代に成立した舞台舞踊である「クラシック・バレエ（das klassische 

Ballett）」は、「ルネサンス時代が生みだした子」［Regitz,S.5］といわれ、その起源は

ルネサンス期に求められる。しかしながら、もともと西洋において舞踊とは、音

楽、詩とともに、ギリシア神話の女神「ムーサ」（μούσαつまりMuse。ゼウスとムネ

モシュネの子とされる九人の女神を指す）の司る技術、「ムシケー（μουσική）」2［Ritter u. 

Gründer,S.242］のことであった。

　文献的には、古代ギリシアの詩人ピンダロス（Pindaros, 紀元前 6世紀～紀元前 5世紀

頃）の『第１オリュンピア頌歌（die 1. Olympische Ode）』（476 v. Chr.）において「ム

シケー」という語の最初期の典拠が見出だされる［Vgl.Georgiades,80f.］3。「ムシケー」

とは、当初、技術を意味する「テクネー（τέχνη）」を形容詞的に補う言葉であったが、

それが、とくに「ムーサの技術（Musenkunst）」［Ritter u. Gründer,S.242］そのものを

意味するようになったという。ピンダロスは、競技祭での勝利を祝う歌を数多く

作った詩人として知られるが、こうしたことから必然的に明らかなように、おそら

く、詩作のみならず、音楽を作り、舞踊の振り付けも行ったとみられる。
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　ちなみに、合唱隊を意味する Chor（独）という語も、古代ギリシアでは、韻文

を歌うことと、踊ることとが一体化したもの（χορόςコロス、χορείαコレイア）を表し

ていたが、後の時代に、歌うことのみを指すようになったという［Vgl.

Georgiades,S.10］。

　さらに述べるならば、ピンダロスの『第 12ピュティア頌歌（die 12. Pythische 

Ode）』の歌の内容は、先述の音楽・詩・舞踊の三者一体化を暗示するものである。

なかでも、「アウロス（Aulos）」（今日のオーボエに類似した、古代ギリシアの重要な木管

楽器で、下部が二つに割れている）の演奏が、人が声をあげて嘆き悲しむことの表現と

して、また、〈神的〉な創意として記述されている。この頌歌の内容は、不可視の韻

律の、可視的な形態化へと誘うものでもある。言い換えると、〈見えない〉音楽が

〈見える〉舞踊の運動として具現され、身体化されるということである。このよう

に、後の、人間の手による音楽によって模倣される、神的原像としてのアウロスは、

狭義の「舞踊隊（Chortanz）との関わり」［Georgiades,S.10］においても解釈されうる。

　こうした神話的来歴に鑑みても、19世紀末から 20世紀にかけて、ようやく〈芸

術〉として「解放（Emanzipation）」された舞踊［Brandstetter（1995）,S.25］において

は、現在、しばしば学際的な研究方法がとられる［Denana, S.12f.］のも納得のゆく

ことである。

　西洋の哲学史をふり返ってみるならば、古代においてプラトン（Platon, 427 v. 

Chr. - 347 v. Chr.）は、『ティマイオス』［34B-C usw.］4のなかで、いわば、宇宙とい

う身体を動かす「魂（ψυχή）」を高くもちあげ、また、近代においてニーチェ

（Friedrich Wilhelm Nietzsche, 1844-1900）は、『ツァラトゥストラはかく語りき』

（1883-85年。とくに第三部と第四部）や『音楽の精神からの悲劇の誕生』（1872年）の

なかで、舞踊を、生命や精神的な運動の可能性の現象とみなす。そのニーチェにな

らえば、例えば、天上の理想を目ざし、重力に抗って宙を舞うバレエは、地中海

的、アポロン的であり、逆に、大地に根ざすドイツ表現主義舞踊は、ゲルマン的、

ディオニュソス的であるともいえよう。

　人間の身体か神の身体か、あるいは、人間の魂か神的次元か。これらのエレメン

トの絡みあいのあり様を、解きほぐすこと、最終的には、踊る身体と魂をめぐる考

察が本稿の目的である。それは、伝統的な哲学的身心問題の系譜上にあると同時
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に、「舞踊の人類学的美学」［Denana,S.13. Vgl. Brandstetter （1995）, S.25ff.］の考察へと

繋がりゆくものでもあろう。

１　ルネサンスにおけるバレエ誕生の前史
　いわゆる「クラシック・バレエ（das klassische Ballett）」の起源は、西欧ルネサン

ス時代に遡るが、その、「クラシック（古典の）」という、その発生時期に起因した

形容詞のつくこの「バレエ」の名称はまた、現在では、「ダンス・クラシック

（danse classique）」という一定の舞踊技術を用いた舞踊を指すものでもある。

　古代ギリシア時代には、音楽や詩と結びついていた舞踊であるが、ヨーロッパ中

世においては、何世紀にもわたり、権力をもつ教会が舞踊の弾圧を試みていた。い

わゆる〈死の舞踏〉（仏 Danse macabre／独 Totentanz）の神学的イメージにみられる

ように、踊ることは、異教徒的行為や死、地獄の隠喩でもあった［Vgl.Böhme,S.

XXIV-XXVIII］。そうした状況からの脱出のためには、なによりも、「人間こそがあ

らゆる事物の尺度である」と、そして、「人間の身体は美しいだけでなく、善きも

のであり、悪であるはずはない」［Regitz, S.17］という認識が必要であった。

　このような認識は、ルネサンス期のイタリアの都市貴族が、己れにとっての利得

や有用性よりも、そうした「人間の身体」についての洞察を貫くことなくしては、

成り立たなかったことであろう。その頃、勢いをもってきた銀行家や商人以上に、

都市貴族が、人間とは己れ自身の上に立つ（自立あるいは自律）という思想を固く信

じ、また、実際、彼らの富や権力の上昇に役立ったのは、神の恩寵でもその家系で

もなく、このような人間に対する信念であったといえよう。当時行なわれていた宗

教的な祝祭劇には、たいてい、ギリシア・ローマ神話からの素材をもとに半神たち

あるいは神々の息子たちが登場していたが、それらも神の恩寵を担うものとしてで

はなく、むしろ人間の善や悪のプロトタイプとして解されていた。このような人間

による自己賛美の祝祭は、いわば総合芸術として行われ、そこでは舞踊が大きな役

割を果たしていたものの、いまだ独立した技術（芸術）というわけではなかったの

である［Vgl.Regitz,S.17f.］。

　舞踊手たちは、饗宴や行列、オペラや劇の上演の合間に、妖精のごとくあちらこ

ちらと飛びまわって出演する機会を見出していたが、このような祝祭が〈バレエ〉
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となったのは、全員で踊るときのことであった。それは、一定の総合的主題が「幕

間劇（伊 intermedio／intermezzo）」として踊りで表現されることによって、あるい

は、balloもしくはその語尾に指小辞の与えられた balletto（踊ることを意味する伊語

ballareに由来する）とよばれる舞踊において、そうした祝祭が頂点に達することに

よってであったという［Vgl.Regitz,S.18］。当時の幕間劇について―それはフィレ

ンツェの、また、その舞台衣装についての考察ではあるが―美術史家ヴァールブ

ルク（Aby Warburg, 1866-1929）は次のように述べている。

　見過ごされているのは、幕間劇（Intermezzo）が、その性格からして本質的

に、演劇的な、言葉の術に属するものではなくて、むしろ神話を素材とした幕

における、身振りの術（die pantomimische Kunst）に属するものということで

ある。その意味で、基本的には無言の芸術であるその性格上、幕間劇が手振り

（Zeichensprache）、付随物、装飾品に助けを求めているということは、わかり

やすい道理である。現実の生活と演劇芸術との中間にあるこうした幕間劇の形

式は、いずれも現代では消滅してしまったが、十五、十六、十七世紀の民衆の

祝祭の中で―たとえば、謝肉祭の仮装行列（マスケラーテ）、ズバッラや馬上

槍試合（ジョストラ）や道化芝居（ブフォレ）などで―しばしば登場する神話

的あるいは寓意的な野外劇から生まれたもので、それらはまさに当時の社会

に、古代の著名人たちの姿を生身で見せる機会を提供していたのである。

 ［Warburg,独 S.432f.伊 p.281］

　ヴァールブルクが、幕間劇を、「演劇的な、言葉の術に属するものではない」とみ

たこと、そして、「手振り」や付随物、装飾品に、表現上の助けを求めていたと考え

たことは、後にそこから独立し、発展してゆく、言葉なき舞台舞踊、バレエの、そ

してその〈振り付け（Choreographie）〉の成立をめぐる考察［Vgl.Sternberg,S.2ff.］に

おいても重要な視点である。

　さて、このような成り立ちをもつ「バレエ」を、イタリアからフランスへ導入す

るのに貢献したのは、フィレンツェ出身のカトリーヌ・ド・メディシス（Catherine 

de Médicis, 1519-1589）といわれるが、より正確には、このメディチ家のイタリア人
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女性が、本来の意味での「クラシック・バレエ」を、イタリアではなくフランス

で、すなわちパリにおいて、新たに見出したといってよいだろう。

　フランス王アンリ二世（Henri II,1519-1559）の妻という王妃の権力でもって、国

家的な活動をも舞踊で表現できたカトリーヌであるが、1581年には、子息である

当時のフランス王アンリ三世の王妃の妹、マルグリット・ド・ロレーヌ

（Marguerite de Lorraine）の婚礼に際して依頼された『王妃のバレエ・コミック』

（Ballet comique de la reine）を上演し、何時間にもわたる舞踊が、ルーブル宮で盛大

に行なわれた5。

　さらにまた、先に引用したヴァールブルクによる幕間劇をめぐる研究も、カト

リーヌ・ド・メディシスの孫にあたるクリスティーヌ・ド・ロレーヌ（Christine de 

Lorraine, 1565-1637）とトスカーナ大公フェルディナンド一世との婚礼（1589年。同

年にカトリーヌ・ド・メディシス、そしてアンリ三世は亡くなる）を記念する、一連の行

事のなかの幕間劇についてなのである。

　このようにして、バレエにおける決定的な第一歩は、イタリアではなくフランス

において踏みだされ、バレエ制作者たちはパリで名声を獲得するようになる。バレ

エはフランスで、独立した芸術形式として確立されたのである。そして続く数世紀

のあいだ、バレエは国王の特権であり、宮廷に属さない者、また女性たちは、バレ

エのなかで踊ることを（全くというわけでもなかったようだが）禁じられていた［Vgl.

Regitz,S.18］。このとき、フランス国王は、ルネサンス期における、自由な〈人間〉

の代理人たることを自負していたにちがいない。

　カーニヴァルの折りには6国王と宮廷人が、国民の前で、振り付けられたものを

踊ったともいわれる「宮廷バレエ（das höfische Ballett）」においては、人間こそが、

必然的に、あらゆる事物の〈尺度〉であり、まずは踊り手が、つまり国王自身が、

その尺度そのものを、威厳をもって体現したのである［Vgl.Regitz, S.18］。言い換え

るならば、中世的な死した〈キリストの身体（Corpus Cristi）〉に対して、近代にお

いては、生き生きと踊る〈国王の身体〉こそが、人間の身体を表象するひとつの尺

度となり、〈中心〉となったといえるのではないだろうか。

　バレエ史において、きわめて重要な人物であるルイ十四世（Louis XIV,1638-1715, 

在位 1643-1715）は、先述したフィレンツェ出身のカトリーヌ・ド・メディシスとも
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遠くつながった血筋である。1653年に『夜のバレエ』（Ballet de la nuit）7という作

品のなかで、またの名の由来となる「太陽」の役を踊ったルイ十四世は、バレエに

おける諸制約の撤廃を考えざるをえなくなった。それは、当時、もともと民族舞踊

（Volkstänze）から展開してきた、民衆舞踊（Folklore）や宮廷舞踊（die höfischen 

Tänze）、そして、それらからまた発展してきたバレエにおいては、その運動のス

テップや規則が難しくなりつつあり、もはや素人には踊れなくなってきたからであ

る。それで、今日のように、定期的な訓練を施された舞踊手が必要とされ、ルイ

十四世は 1661年、「王立舞踊アカデミー（Académie royale de danse）」を設立し、ま

ず 13人のバレエ教師をおくこととなる［Vgl.Regitz,S.19］。このアカデミーが、今日

までその名称を変えながら存続してきた、フランスの「パリ国立オペラ（Opéra 

national de Paris）」の前身である8。

　さて、このようなバレエの誕生の歴史的考察とともに重要なのは、舞踊にとって

本質的な身心問題をめぐる哲学的言説であろう。次章では、バレエという舞踊の成

立の背景に存在するとみられるこの問題を検討する。

２　身心問題と舞踊―アウグスティヌスとデカルト―
　古代、ピンダロスの時代においては、音楽の語源である「ムシケー（μουσική）」

が、音楽と舞踊と詩の三者の統一的な概念であり、音楽学者ゲオルギアデス

（Thrasybulos Georgiades, 1907-1977）も主張するように、それらは「リズム

（Rhythmus）」において結びついていた［Georgiades,S.7］という点は重要である。そ

こから舞踊と詩が抜け、この語が音楽のみを指すようになるのは後の時代のことで

あるが、この、「リズム（numeros数）」［Augustinus, I.XIII.27,usw.］9をめぐる身心問

題の考察において、アウグスティヌス（Aurelius Augustinus, 354-430）の『音楽論』

（De musica）は示唆に富む（とくに第 VI巻）。

　「身が軽く運ばれてゆく。魂は踊る」10とニーチェは述べたが、はたして踊ってい

るのは魂か、あるいは、身体なのだろうか。
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２－１　アウグスティヌス『音楽論』における身心問題

　デカルトを遡ること約 1300年、ローマ末期の神学者アウグスティヌスは、しか

し、デカルトと同様、魂と身体とがいかにして共に作用しうるのかを考察してい

る。

　デカルトはその『情念論』（Les passions de l’ame, 1649）で、身心の相互作用につ

いての、生理学的、物理的な説明を展開し、情念、感情、感覚器官を通じた知覚に

ついての考察を試みている。一方、その人生においても作品においても音楽が大き

な役割を果たしているアウグスティヌスは［Vgl. Hentschel,S.VIIf.］、美学の領域にお

いて身心問題を展開している。すなわち、その『音楽論』（所収『アウグスティヌス

著作集　第三巻』泉治典・原正幸訳、教文館、1989年）は、高次に錯綜した音楽および

舞踊の理論を提示し（とくにⅠ巻とⅥ巻）、〈美的経験〉の問題を投げかけているの

である。この書は、たんに音楽について述べたものではなく、音楽をめぐる数学的

哲学的論考である。とりわけ数と、数的構造についてのピタゴラス的解釈が、感性

的な知覚から神的認識へと高まりゆく道筋を明らかにしている点が特徴的である。

　アウグスティヌスは、音楽の、数的な運動の種類や比から、探求を始めている。

そして、いかにして、音楽の物理学、つまり、音楽の素材的な調和の法則性と、そ

れを受容する側の心的な快適さとが、共に働きあうのかということを問うのである

［Augustinus,I.XIII.27］。また、すでに本稿の序で触れた、音楽の発生についての神的

原像ともいえる「アウロス」演奏（ピンダロス『第 12ピュティア頌歌』参照）につい

ても、それは、自然の本性だけが存する「夜鳴き鶯」に対して、技術をもつ、理性

をもつ人間において成り立つものとされる［Augustinus,I.IV.5-7］。

　いろいろな響きやリズムは、様々な数や尺度にしたがって秩序づけられる。諸々

の運動の正しい適合が、最終的には、アウグスティヌスの理論の中心にある。アウ

グスティヌスにとって、音楽と舞踊とは、「正しい計測の技術」に適ったもの［Vgl.

Fischer,S.84］なのである。

　音楽においてはリズムと響きから、舞踊においてはリズムと身体運動から、その

帰結として、運動の〈時間〉が計測される。というのも、時間とは、リズムの尺度

であるからである。なぜ、計測された動きが、音楽や舞踊を生みだすのだろうか。

そこで、アウグスティヌスは、身心の共働の分析について説明を試みる。しかしな
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がら、アウグスティヌスにとって本質的なのは、素材や計測可能な諸要素の連関を

超えたものである。踊ることや音楽は、諸部分の共働という（魂の抜けた）機械的

な自然の現象にとどまらず、身体が、完全なる舞踊の状態にあるときには、それ

は、いわば「魂の楽器」なのである［Vgl.Fischer,S.85］。

　アウグスティヌスが「適合の美学」を構想しているといわれるとき、それは、物

理学的、数学的な音楽や舞踊の考察方法に限られるのではなく、それを超えた、あ

る霊魂論に深く関わっている［Vgl.Fischer,S.86］といえる。

　以上のように、アウグスティヌスの『音楽論』は、舞踊をめぐる身心問題の考察

において重要であり、そこでは詩という言語・精神と、舞踊という身体運動とが、

音楽という律動において媒介されることが暗示されている。そして、身心の連動の

要が、〈リズム（数）〉という〈神〉にもとめられている。

　身体の部分を通じて何かを為そうとするどんな意識においてもわれわれに等

しくない運動を抑制しそして妨げ、かつある種の「等しさ」を暗黙のうちに命

じるものこそまさしく、どんなものか私は知らないが「判断するもの〔リズ

ム〕」であるからであり、この「判断するもの〔リズム〕」は神が生きものの創

造主であることを暗に教える。そしてこの神は確実にすべての適合と一致調和

の創造者である、と信じるのが相応しい。

 ［Augustinus,VI.VIII.20］

　このように、神と結びつけられるところの「リズム」のことを、アウグスティヌ

スは、別の箇所では、『聖書』を解釈する文脈において、「魂が身体からではなく至

高の神から受け取ってむしろ自ら身体に刻印するあのリズム」［Augustinus,VI.IV.7］

と述べているのである。

２－２　デカルトの舞踊劇『平和の誕生』

　デカルト（René Descartes, 1596-1650）は、近代の身心二元論の創始者といわれ

る。しかしながら、デカルトにおける res cogitans（思考実体）と res extensa（延

長実体）という二実体の区別は、人間の身体と魂（本稿では res cogitansを、思考実



文学・芸術・文化／第30巻第2号／2019．3

－77－

体、心、魂、精神、と文脈に応じて言い換える）の関係に対して、二元論という一義的

な答えを与えているのでもない。二元論とは、いわば、日常的な経験に基礎づけを

与える、アリストテレス以来の、自然学の上にある第一哲学、形而上学からの帰結

であり、これは、私たちが経験世界から感じるような身心の統一とは、別のものと

いえる。

　他方でデカルトは、一つの主体において、精神と身体が相ともなって作動するこ

とを、科学的というよりもむしろ、そのエリザベト宛て書簡でみられるように、倫

理的なコンセプトのなかで考えていたのではないだろうか。この二実体の交差の場

面は、まさに、統一された「身体 -思考」［Fischer, S.78］として、彼の死の前年に

あらわされた舞踊劇『平和の誕生』（La naissance de la paix, 1649）および『情念論』

（Les passions de l’ame, 1649）において、そして、これらよりも 6年ほど前のエリザ

ベト（Elisabeth von der Pfalz, 1618-1680, プファルツ選帝侯フリートリヒ五世の長女）宛

て書簡（1643年 6月 28日付）において確かめることができる。

　デカルトは、その書簡のなかで、「魂の概念、肉体の概念、ならびに両者の結び

つきに関する概念を区別」することについて、次のように述べている。

　つまり魂は、純粋な悟性によってしか理解され得ないのに対し、物（肉）

体、すなわち拡がり、形、運動は、悟性だけによっても理解することができま

すが、悟性に加えるに想像力の助けをもってすると、ずっとよく理解されま

す。最後に、魂と肉体の結びつきに関する事柄について申しますと、これは悟

性だけでは、あるいは悟性に想像力の助けを借りた場合でさえ、ぼんやりとし

か知ることができないものであって、きわめて明瞭に知るためには、感覚によ

る（par les sens）のです…中略…そして最後に、魂と肉体との結びつきは、た

だ日常の生活と日頃のひととの交わりを通じて、しかも思索や想像力を必要と

する事物の勉強をさしひかえることによって、はじめて理解できるようになる

のです。

 ［1643年 6月 28日付書簡、Correspondance,pp.691-692］

　ところが王女さまには、物質のない魂に、肉体を動かしたり、肉体によって
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動かされたりする力があるとするより、むしろ魂に、物質や拡がりを与えたほ

うが話が早いとおっしゃっておられます以上、私はどうかご遠慮なく、魂にそ

のような物質（matiere）や拡がり（extension）をもたせてやってくださいとお

願いいたすのです。なぜと申しますに、じっさいまさしくそれこそ、魂が肉体

と結びついているということにほかならないではございませんか。…中略…こ

のようにして王女さまは、魂と肉体の結びつきを心のうちにいだきながら、ま

たそのあと両者の区別（la distinction de l’ame & du corps）の認識をも容易に新

たにすることが、おできになるにちがいありません。

 ［1643年 6月 28日付書簡、Correspondance,pp.694-695］

　さて、デカルトは、ヨーロッパで三十年戦争（1618-1648）が終結した翌年の 1649

年に『平和の誕生』（La naissance de la paix）という舞踊劇をあらわした。それは、

スウェーデンのクリスティナ女王（Christina von Schweden, 1626-1689, 在位 1632-1654）

に招聘されてストックホルムに滞在していたデカルトが、女王の 23歳の誕生日

（12月生まれ）に際して、また、ウェストファリア条約（Westfälischer Frieden）締結

によって生じた平和をも祝って、創作したものであることは明らかである。フラン

スでは宮廷バレエが盛んであった時代のことである。

　翌 1650年の 2月に 53歳で亡くなるデカルトが、生前公けにした最後の作品とみ

られるこの舞踊劇［Vgl.Watson,pp.ix-xi］は、一部の人々によってしか知られていな

かったようであるが、当時の、この作品に言及した典拠としては、デカルト自身の

1649年 12月 8日付書簡と、アドリアン・バイエ（Adrien Baillet, 1649-1706）の『デ

カルト氏伝』（La vie de monsieur Des-Cartes, 1691）が挙げられる。この舞踊劇は、し

かしその原本が、成立後約 3世紀にわたり、刊本でも写本でも発掘されていなかっ

たが、偶然、スウェーデンのウプサラ大学の学生であったノルトシュトロームが、

同大学図書館所蔵の未整理の古文書のなかから完本を発見し、ノルトシュトローム

の解題とアルベール・ティボーデ（Albert Thibaudet, 1874-1936）の解説を添えて

1920年 7月に『ジュネーヴ雑誌』に発表されたという経緯がある11。

　さて、ここで注目に値するのは、この舞踊劇と同年の 1649年に刊行された『情

念論』において、デカルトは、身体と魂の結合にこだわりをみせていることであ
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る。そしてこの舞踊劇、すなわちバレエ作品では、人間の身体運動は、機械論 -因

果論的に理解されるのではなく、魂のこもった運動とみなされているのである。つ

まり、デカルトの身心二元論は、まさに、舞踊という現象において挫け、res 

cogitans（思考実体、いわば純粋思考）と res extensa（延長実体、いわば魂の抜けた四

肢の自動機械）の、固定的で不動の二実体というその前提は破綻してしまう。

　デカルトの著作における『情念論』の位置づけを考察するにあたり、重要なの

は、一つには、デカルトの実践哲学におけるこの著作の位置づけ、二つ目には、形

而上学におけるその位置づけ、そして、三つ目には、身体と魂の統一についての答

え［Vgl.Wohlers, S.XXII］が考えられるが、とりわけ、この三つ目の観点は、舞踊を

検討するに際し、興味深いといえる。

　なぜならば、主体の理論において本質的なのは、こうした不動の二実体を前提と

することではなく、むしろ、主体というものを、〈運動（Bewegung）〉、ひいては

〈生成（Werden）〉における、身体と魂の統一として捉えることではないかと考え

られるからである。この点に、ささやかではあるかもしれないが、デカルトを出発

点として、舞踊や他の諸芸術についての美学的考察を遂行してゆく、貴重な手がか

りがあるように思われる。デカルトにとり、人間の身体〈運動〉とは、まさしく

「パッション（les passions）」、つまり情念であり［デカルト『情念論』§34-43］、その

〈運動〉において、精神と身体、あるいは魂と肉体とは密接に結びついているので

ある。

　このような点を考慮するならば、このデカルトの舞踊劇、つまりバレエ作品は、

デカルトの思想において、いっそう興味深い、矛盾したアスペクトを提供している

ようにみえる。

　さて、『平和の誕生』は、劇の前と後とに口上のついた 19のアントレから構成さ

れており、バレエの主役は、軍神マルスではなく、平和の神パラス・アテナであ

る。そのパラス役は、クリスティナ女王を念頭においたもので、「我が軍団を統べ

る主（est-elle en notre corps le chef）」、英知と平和の女神として描かれている［Vgl.

Fischer,S.80f.Watson,p.29］。ここで、この「軍団」を意味するフランス語 corpsは、

「身体」をも意味する。それゆえ、ここでパラスは、「軍団」という「身体」が、パ

ラスのもとで英知と、つまり「精神」と合体して生きることを、示唆しているので
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はないだろうか［Vgl.Fischer,S.81］。ヨーロッパで三十年戦争が終わり、まさしく

「平和が誕生」したことで、身体と精神とは、分離することなく、合体して生きて

ゆくことができると解される。

　哲学者ジャン＝リュック・ナンシー（Jean-Luc Nancy, 1940-）も、先に触れたデカ

ルトのエリザベト宛て書簡をも基に、強調して述べるのは、身体とは「魂の延長

（Ausdehnung der Seele）」［Nancy, S.86］との認識なのである。

　さて、クラシック・バレエの身体運動では、徹底的に人間の身体を道具化し、あ

たかも機械になるがごとく、鍛錬するばかりではなく、その機械そのものと人間と

が合体する着想は、『自動人形』（Die Automate,1819年発表）の作者として知られる

ホフマン（E.T.A.Hoffmann, 1776-1822）原作のバレエ『くるみ割り人形』（初演 1892

年）にもみることができる。19世紀に頂点をきわめるバレエは、基本的に、技術

的には〈クラシック〉でありながら、主題の上では、伝奇的な、非現実的な文学上

の着想に拠る〈ロマンティック（romantisch）〉バレエであった。

　ヨーロッパのロマン主義においてこの「ロマン的なもの（das Romantische）」の

概念は、いわば権威としての「古典的なもの（das Klassische）」に対置され、近代

（die Moderne）と古代（die Antike）との優越論争がひろまるなかでその歴史的哲学

的意義をもつに至る［Vgl. Henckmann, S.207,pp.298-299］。ロマン的なものは、あらゆ

る権威の抑圧から解き放たれた主観的なものを、言い換えると、理性とは逆の非因

習的な〈自由〉を志向する。現実にはありえない伝奇的な物語のもつ、想像的世界

に焦点をおくロマン主義は、それゆえ市民社会において、古典的な権威との対立関

係のなかで捉えられもする。こうした時代状況のもと、理性的に、身体という「自

然を支配（die Beherrschung der Natur）」［Adorno, S.38 usw.］し、鍛えながら、非現

実的な主題の領域を舞い、踊る〈クラシック・ロマンティック（klassisch-

romantisch）〉バレエの美であったのである。

結語
　「肉体（Leib）」あるいは「身体（Körper）」について考察することは、それらが、

人間の実存の物質的かつ精神的なあり様を、近代ヨーロッパにおける両者の亀裂、
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という相においてあわせもつことを指し示すものである。このことは、美学者

ツァ・リッペ（Rudolf zur Lippe, 1937-）がルネサンスから今日に至る歴史の上で、

明らかにしようとした事でもある。「肉体（Leib）とは、生きられた、体験された、

生き生きとした身体」［Zur Lippe,S.11］のことであり、他方、身体（Körper）とは、

語源的には corpusあるいは corpsと、精神とは切り離された物体を指す。肉体と

は、「生きた共同体」ともよばれ、それは、中世的な信仰の世界では、「聖体（Leib 

Christi）」［Zur Lippe,S.11］のことを意味するのである。

　クラシック・バレエの技術のなかには、たとえば、幾人かのダンサーにしかでき

ないようなものを、理想とするコードも存在する。だが、マリオネットであれば、

その、完全なるア・ラ・スゴンドもやってみせることができるだろう。18世紀の

古典的な美の理想とは、例えば、カノーヴァの彫刻のように身体をモデリングする

ことである。いわば、バレエにたずさわるものは、詩人であると同時に機械工であ

るべきというようにである。では、その詩人であるべき、バレエを踊る魂は、どの

ように考えたらよいのだろうか。

　古典バレエにみられる、ヴィルトゥオーソ（名人芸）、あるいは幾何学的、機械

的な表象は、痛みと裏腹の関係にある美を表出し、クライマックスとなる。ムシ

ケーの語源にある、音楽と舞踊と詩という時間芸術の美は、〈瞬間の感情〉におい

て媒介されている。

　身体を動かすのは、魂か身体か、という本稿の課題について、ここでいったん終

止符をうたねばならない。アウグスティヌスにおける神的なリズムの身体化、近代

市民社会の、労働市場の法則へ身体を強引に従属させねばならない時代の、無重力

という〈全き自由〉の仮象。今日ではそれはむしろ宇宙飛行において可能となる事

柄であるのかもしれない。以上のように、ルネサンス時代に生まれた古典バレエ

は、人間の身体と魂の関わりについて再考を促す、いわば、ひとつの哲学でもある

ということを確認して、本稿はひとまず終えたい。
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1610, 在位 1589-1610）の最初の妻は、カトリーヌ・ド・メディシスの娘、マルグリット・
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設立）として用いているが、この音楽アカデミーがバレエの発展にも貢献することとなる。

 9 アウグスティヌス『音楽論』Ⅰ巻 XIII章 27節を指す。以下同様。
10 “ Es trägt mich dahin, meine Seele tanzt.”（Also sprach Zarathustra,IV.19.5.）
11 Vgl.Watson,p.xi.『デカルト著作集 4』（白水社、2010年）訳者解説、pp.560-561.




